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は
じ
め
に 

『
貢
反
布
沿
革
調
』
に
つ
い
て
は
、
『
宮
古
島
市
総
合
博
物
館
紀
要
』
第
二

四
号
（
二
〇
〇
〇
年
三
月
）
に
書
い
た
「
近
代
宮
古
島
旧
慣
期
の
人
口
・
耕
地
・

貢
租
・
貢
布
」
で
活
用
し
た
が
、
文
字
の
解
読
や
文
意
な
ど
か
な
り
難
解
な
文

書
で
、
読
み
込
み
が
不
十
分
で
あ
っ
た
。
翻
刻
に
あ
ら
た
め
て
取
り
組
む
な
か

で
、
貢
布
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
き
わ
め
て
貴
重
な
文
書
で
あ
る
こ
と
を
再
確

認
し
た
。
す
べ
て
に
言
及
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
『
貢
反
布
沿
革
調
』
の

成
立
の
背
景
と
貢
布
の
坪
数
、
石
・
銭
換
算
を
め
ぐ
る
問
題
に
つ
い
て
若
干
の

考
察
を
加
え
て
み
た
い
。
な
お
、
解
説
中
／
記
号
は
、
引
用
文
書
中
の
ス
ペ
ー

ス
や
改
行
を
省
い
た
場
合
に
用
い
た
。
ま
た
、
引
用
文
の
〔 

〕
は
、
筆
者
の

補
記
で
あ
る
。 

 

一 

『
貢
反
布
沿
革
調
』
の
史
料
的
性
格
と
成
立
の
背
景
〈
史
料
批
判
〉 

『
貢
反
布
沿
革
調
』
の
表
題
部
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。 

        

表
題
は
、
楷
書
で
あ
る
。
発
行
元
の
「
宮
古
郡
教
育
部
会
」
は
、
教
員
の
民

間
団
体
で
あ
る
が
戦
時
色
が
強
ま
る
に
つ
れ
て
半
官
・
半
民
の
戦
時
体
制
に
協

力
的
な
団
体
へ
と
変
貌
し
て
行
っ
た
。
宮
古
郡
教
育
部
会
の
上
部
組
織
で
あ
る

沖
縄
県
教
育
会
に
は
、教
師
す
べ
て
が
加
入
し
て
い
た
の
で
は
な
く
、
八
十
五
％

内
外
の
教
員
が
加
入
し
て
い
た
（
藤
沢
健
一
編
『
沖
縄
の
教
師
像
』
、
二
〇
一

四
年
、
榕
樹
書
林
）
。
そ
の
後
、
宮
古
郡
教
育
部
会
の
メ
ン
バ
ー
が
中
心
と
な

っ
て
、
一
九
四
六
年
九
月
に
宮
古
教
職
員
会
（
実
質
的
な
労
働
組
合
）
が
結
成

さ
れ
左
翼
化
す
る
。
『
貢
反
布
沿
革
調
』
に
は
「
ま
え
が
き
」
や
奥
付
が
な
く
、

い
つ
発
行
さ
れ
た
の
か
（
あ
る
い
は
い
つ
脱
稿
し
た
の
か
）
不
明
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
、
い
つ
発
行
さ
れ
た
か
に
よ
っ
て
、
発
行
の
意
図
・
目
的
も
異
な
っ

て
く
る
。 

 

寄
贈
者
と
み
ら
れ
る
池
村
恒
章
は
、
一
九
四
二
年
宮
古
郡
教
育
〔
部
〕
会
の

会
長
と
な
っ
て
い
る
（
『
平
良
市
史
』
第
八
巻
、
一
八
〇
頁
）
。
『
平
良
市
史
』

第
八
巻
に
よ
れ
ば
、
「
戦
争
で
停
止
し
た
ま
ま
の
宮
古
上
布
工
業
の
再
建
に
尽

力
、一
九
四
八
年
宮
古
織
物
工
業
組
合
と
し
て
再
建
さ
れ
る
と
組
合
長
に
就
任
、

上
布
振
興
に
務
め
る
」
と
あ
る
（
同
前
）
。
表
題
部
右
端
に
記
さ
れ
た
文
字
の

「
織
物
担
求
？
／
宮
古
図
書
館
？
」
は
本
文
の
文
字
癖
と
や
や
似
て
い
る
が
、

「
寄
贈
呈
／
池
村
恒
章
」
は
、
丸
み
を
帯
び
た
く
ず
し
字
で
、
本
文
の
縦
長
の

く
ず
し
字
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
本
文
を
書
写
し
た
人
物
は
池
村
恒
章
と
は
別

人
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
池
村
恒
章
の
経
歴
か
ら
見
て
、
一
九
四
二
年
か
ら
一

九
四
八
年
ま
で
の
あ
い
だ
に
同
氏
が
関
与
し
て
、
あ
る
人
物
に
書
写
さ
せ
た
可

池
村
　
恒
章

　
　
　
　
　
　
　
宮
古
郡
教
育
部
会

　
　
貢
反
布
沿
革
調

　
　
織
物
担
求
？
　
　
寄
贈
呈

　
　
宮
古
図
書
館
？
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能
性
が
高
い
。
し
た
が
っ
て
本
号
で
翻
刻
し
た
『
貢
反
布
沿
革
調
』
は
、
頒
布

物
で
は
な
く
書
写
稿
本
と
考
え
ら
れ
る
。
本
文
は
近
世
の
御
家
流
草
書
と
は
若

干
の
違
い
が
見
ら
れ
る
が
、
基
本
的
な
ベ
ー
ス
は
御
家
流
で
あ
る
。 

 

本
号
で
翻
刻
し
た
『
貢
反
沿
革
布
調
』
は
、
難
読
の
く
ず
し
字
で
記
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
癖
の
あ
る
文
字
を
ガ
リ
刷
り
で
印
刷
す
る
こ
と
は
容
易
で

は
な
い
。
そ
の
筆
跡
か
ら
み
て
万
年
筆
で
書
写
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
表
題

の
「
貢
反
布
沿
革
調
」
の
文
字
は
、
直
線
状
の
文
字
で
記
さ
れ
て
お
り
、
原
著

の
表
題
文
字
を
な
ぞ
っ
た
様
に
見
え
る
。
も
と
も
と
の
原
本
は
ガ
リ
刷
り
で
あ

っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
「
宮
古
郡
教
育
部
会
」
は
、
戦
前
『
独
逸
国
商
船
遭
難

救
助
並
仝
国
皇
帝
建
碑
顛
末
書
』
を
印
刷
物
で
刊
行
し
た
実
績
も
あ
る
。
し
か

し
多
く
は
印
刷
し
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
ガ
リ
刷
り
の
本
も
あ
る
。
『
貢
反

布
沿
革
調
』
は
、
表
題
部
の
様
式
か
ら
見
て
、
当
初
は
ガ
リ
刷
り
で
印
刷
さ
れ
、

多
く
の
人
に
は
頒
布
さ
れ
な
か
っ
た
可
能
性
が
高
い
。 

筆
者
の
見
通
し
で
は
、
戦
前
池
村
恒
章
が
宮
古
教
育
部
会
の
会
長
時
代
に
主

導
し
て
『
貢
反
布
沿
革
調
』
を
ガ
リ
刷
り
で
刊
行
し
頒
布
し
た
も
の
と
推
定
し

て
い
る
。
そ
し
て
戦
後
、
こ
れ
を
元
に
枢
要
な
部
分
を
書
写
し
た
も
の
が
本
号

紹
介
の
『
貢
反
沿
革
布
調
』
だ
と
考
え
て
い
る
。
な
お
、
『
貢
反
布
調
』
所
収

の
文
書
は
年
号
が
記
さ
れ
て
い
る
文
書
以
外
は
、
明
治
三
〇
年
〔
一
八
九
七
〕

作
成
の
文
書
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
次
項
で
検
討
す
る
。 

 

二 

『
貢
反
布
調
』
の
構
成 

『
貢
反
布
沿
革
調
』
は
、
二
部
構
成
と
な
っ
て
い
る
（
筆
者
の
区
分
）
。
第

一
部
は
、
①
貢
布
の
歴
史
的
沿
革
と
総
量
、
②
賦
課
方
法
、
③
徴
収
手
続
、
④

検
査
方
法
、
⑤
納
付
の
仕
方
か
ら
な
る
。
宮
古
島
庁
（
沖
縄
県
）
役
人
が
ま
と

め
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
第
二
部
は
「
付
属
諸
表
類
」
で
、
近
代
旧
慣
期
役

人
か
ら
提
供
を
受
け
た
文
書
等
で
あ
る
。
①
甲
号
／
諸
村
位
定
之
事
、
②
乙
号

／
貢
反
布
代
穀
銭
調
／
布
代
穀
銭
算
出
法
、
③
丁
号
／
貢
反
布
代
粟
ニ
対
ス
ル

製
造
入
費
ノ
割
合
、
④
丙
号
／
十
六
年
年
前
後
反
布
数
量
種
類
変
更
一
覧
表
、

⑤
戊
号
〔
蔵
元
頭
の
答
弁
書
〕
（
頭
三
人
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
が
年
号
や
干

支
が
な
い
）
・
明
治
七
年
規
模
帳
写
・
光
緒
元
亥
登
御
問
合
扣
写
、
⑥
〔
島
庁

役
人
の
貢
租
・
公
費
賦
課
方
法
調
べ
〕
（
貢
反
布
長
幅
定
／
貢
反
布
織
女
手
叶

人
員
調
表
、
貢
布
検
査
法
、
輸
入
高
並
代
価
調
書
を
含
む
）
か
ら
な
る
。 

文
書
の
成
立
年
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
最
終
頁
の
「
輸
入
高
並
代
価
調
書
」

は
明
治
二
四
年
か
ら
明
治
二
九
年
ま
で
の
統
計
と
な
っ
て
お
り
、
明
治
二
九
年

以
降
の
文
書
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
明
治
三
〇
年
三
月
二
十
九
日
に

「
沖
縄
県
間
切
島
吏
員
規
定
」
が
施
行
さ
れ
、
頭
は
廃
職
と
な
っ
た
。
「
沖
縄

県
間
切
島
吏
員
規
定
」
第
二
十
三
条
に
は
「
宮
古
郡
・
八
重
山
郡
於
イ
テ
ハ
間

切
長
・
書
記
ヲ
置
カ
ス
、
間
切
長
ノ
職
務
ハ
島
司
之
ヲ
行
ヒ
、
書
記
ノ
職
務
ハ

島
庁
書
記
之
ヲ
行
フ
」
（
『
沖
縄
県
史
13 

沖
縄
県
各
省
庁
文
書
2
』
、
六
六

七
頁
、
一
九
六
六
、
琉
球
政
府
）
と
あ
り
、
さ
ら
に
そ
の
説
明
に
は
「
頭
ニ
ハ

其
ノ
任
ニ
堪
フ
ル
乏
シ
ク
、
不
得
止

や

む

を

え

ず

島
庁
ニ
於
イ
テ
殆
ト
之
ニ
代
テ
行
政
各
般

ノ
指
揮
監
督
ヲ
為
シ
、
僅
カ
ニ
其
ノ
職
ヲ
全
フ
セ
シ
メ
タ
ル
実
況
ナ
リ
」
と
あ

る
（
同
前
、
六
七
一
頁
）
。
こ
こ
に
蔵
元
は
消
滅
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
村
組

織
は
残
り
、
「
村
頭
」
が
置
か
れ
た
。
ま
た
、
二
十
三
条
説
明
に
は
「
村
頭
並

付
属
員
ヲ
以
テ
其
ノ
補
助
機
関
ト
シ
、
事
務
ヲ
執
行
セ
シ
ム
ル
ヲ
以
テ
最
適
当

ナ
リ
ト
認
ム
。
而
シ
テ
、
宮
古
郡
・
八
重
山
郡
ニ
於
テ
ハ
貢
反
布
機
織
事
業
並

貢
租
ニ
関
ス
ル
事
項
等
ノ
事
務
、
本
当
ヨ
リ
一
層
複
雑
ニ
シ
テ
、
到
底
書
記
ノ

ミ
ヲ
以
テ
十
分
ニ
処
理
シ
得
ラ
レ
サ
ル
実
況
」
で
あ
る
た
め
で
あ
る
と
記
さ
れ

て
い
る
（
同
前
、
六
七
二
頁
）
。 

 

村
頭
は
首
里
大
屋
子
・
与
人
が
宛
て
ら
れ
、
実
質
的
に
前
近
代
的
要
素
は
残

っ
た
が
、
三
十
五
人
い
た
首
里
大
屋
子
と
与
人
は
（
『
沖
縄
県
史 

第
21
巻
資

料
編
11
／
旧
慣
調
査
資
料
』
、
八
六
頁
、
一
九
六
八
、
琉
球
政
府
、
傍
線
は
引
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用
者
）
、
村
頭
を
複
数
村
を
兼
務
す
る
者
も
多
く
お
り
、
二
〇
人
に
減
少
し
た

（
前
掲
、
六
二
五
頁
）
。 

 
近
代
旧
慣
期
の
文
書
に
は
納
布
は
「
貢
布
」
と
記
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、

「
沖
縄
県
間
切
島
吏
員
規
定
」
第
二
十
三
条
説
明
に
は
「
貢
反
布
」
と
記
さ
れ

て
お
り
、
『
貢
反
布
沿
革
調
』
を
一
致
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
『
貢
反
布
沿

革
調
』
は
「
沖
縄
県
間
切
島
吏
員
規
定
」
の
施
行
に
対
応
し
て
島
庁
で
作
成
さ

れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
本
解
説
で
は
旧
慣
期
の
一
般
的
な
用

語
で
あ
る
「
貢
布
」
を
用
い
る
。 

 

三
、
『
貢
反
布
沿
革
調
』
の
内
容
―
布
と
代
石
・
代
銭
と
布
坪
数 

（1）
代
石
と
代
銭 

「
乙
号
／
貢
反
布
代
穀
銭
調
」
は
、
貢
布
の
代
わ
り
に
穀
物
（
粟
）
を
納
め

た
り
、
売
買
し
た
り
す
る
と
き
の
公
定
価
格
が
、
粟
石
数
、
銭
（
銅
銭
）
が
記

さ
れ
て
い
る
。
粟
は
物
品
貨
幣
と
し
て
他
布
と
の
交
換
比
率
、
銅
銭
は
計
数
貨

幣
（
お
そ
ら
く
寛
永
通
宝
＝
枚
数
）
と
の
交
換
比
率
で
あ
る
。
そ
の
内
容
を
検

討
す
る
た
め
、
「
貢
反
布
代
穀
銭
調
」
を
『
沖
縄
県
史
13 
沖
縄
県
各
省
庁
文

書
2
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
「
沖
縄
県
税
制
概
略
」
と
の
比
較
、
末
尾
の
参
考

表
の
「
貢
反
布
長
幅
」
を
加
え
て
表
を
作
成
し
た
（
表
１
）
。 

近
世
の
貢
納
布
と
は
、
白
上
布
を
除
け
ば
疋
が
な
く
反
の
単
位
で
、
白
布
除

く
反
布
は
升
数
や
名
称
が
若
干
違
う
。
ま
た
、
代
石
の
数
値
が
近
世
の
貢
納
布

や
「
沖
縄
県
税
制
概
略
」
の
一
．
二
倍
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
「
沖
縄
県

税
制
概
略
」
に
は
「
起
粟
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
近
世
文
書
に
記
さ
れ
た
「
代

石
」
起
高
で
あ
る
こ
と
、
代
白
上
布
と
代
銀
が
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か

る
（
表
２
）
。 

『
貢
反
布
沿
革
調
』
に
は
、
近
世
の
規
模
帳
や
諸
物
代
付
帳
に
言
及
が
あ
る

が
、
規
模
帳
や
諸
物
代
付
帳
と
は
大
分
違
う
内
容
と
な
っ
て
い
る
。 

表
２
は
、
『
近
世
地
方
経
済
史
料
』
第
十
巻
（
一
九
五
八
、
吉
川
弘
文
館
）

所
収
の
「
富
川
親
方
宮
古
島
規
模
帳
」
（
同
治
十
三
年
、
一
八
七
六
）
よ
り
作

成
し
た
が
、
同
書
に
は
「
宮
古
島
諸
物
代
付
帳
」
も
収
録
さ
れ
て
い
る
（
七
九

～
九
二
頁
）
。
諸
物
代
付
帳
と
規
模
帳
に
は
、
布
の
名
称
種
類
に
若
干
の
違
い

が
あ
る
が
、
同
じ
種
類
の
対
価
は
同
じ
で
あ
る
。
規
模
帳
に
は
、
代
銀
（
匁
）

と
代
白
上
布
も
記
さ
れ
て
い
る
。
銀
は
匁
単
位
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
秤

量
貨
幣
で
あ
り
重
さ
に
よ
っ
て
価
値
が
決
ま
る
。
し
か
し
、
銀
は
幕
末
に
含
有

量
が
落
ち
て
く
る
。
い
つ
改
鋳
さ
れ
た
銀
か
、
に
よ
っ
て
貨
幣
価
値
が
変
わ
っ

て
く
る
。
代
白
上
布
は
、
粟
と
同
様
に
実
物
貨
幣
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。『
貢

反
布
沿
革
調
』
に
も
、
「
諸
村
諸
御
用
布
代
取
立
帳
」
が
あ
り
、
「
此
ノ
帳
簿

ハ
、
平
民
ノ
ミ
賦
課
ス
ル
紺
細
上
布
外
、
三
種
ヲ
白
上
中
下
〔
布
〕
ニ
換
算
シ

タ
高
ヲ
、
一
村
毎
ニ
記
載
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
」
と
あ
り
、
村
レ
ベ
ル
で
は
代
上

布
制
度
は
機
能
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
。
「
乙
号
／
貢
反
布
代
穀
銭
調
」
に
銀

高
が
記
さ
れ
て
い
な
い
の
は
、
明
治
に
な
っ
て
計
数
貨
幣
の
円
が
誕
生
し
、
秤

量
貨
幣
使
用
が
禁
止
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
（
銀
目
停
止
令
）
。
寛
永
通
宝
は
「
銭
」

の
下
位
単
位
と
し
て
大
正
初
期
ま
で
流
通
し
た
と
言
わ
れ
る
（
寛
永
通
宝
も
幾

度
か
改
鋳
さ
れ
て
い
る
が
こ
こ
で
は
深
く
は
立
ち
入
ら
な
い
）
。
明
治
三
〇
年

頃
ま
で
は
多
く
の
寛
永
通
宝
が
流
通
し
て
い
た
こ
と
の
証
で
あ
ろ
う
。 

（2）
布
坪
数
と
「
布
代
穀
銭
算
出
法
」
に
つ
い
て 

布
の
「
坪
」
と
は
、
一
寸
四
方
と
さ
れ
る
（
大
辞
泉
）
。
『
貢
反
布
沿
革
調
』

②
乙
号
に
は
、
「
布
代
穀
銭
算
出
法
」
が
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
基
づ
い
て

「
坪
」
を
検
討
し
て
み
た
い
。
「
布
代
穀
銭
算
出
法
」
の
全
文
は
、
以
下
の
通

り
で
あ
る
。 

 

ａ
一
、
何
十
枡
布
成
ル
モ
ノ
、
諸
物
代
附
帳
ノ
通
、
二
十
枡
紺
地
布
代
ヲ
其
ノ

布
ノ
位
ニ
割
リ
、
又
其
ノ
布
ノ
坪
ニ
割
リ
、
又
ノ
ゾ
ミ
ノ
布
ノ
位
ヲ
掛
、 
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表 １　貢反布代穀銭調

代　　　粟（単位；石）
布調と税制

概略との比較

布調 税制概略 倍率 長さ 幅

白上布 疋 0.84000 0.70000 1.20 1.00 1.00 66.000 1.00 55.00 1.70 9350.0

白中布 反 0.35374 0.29478 1.20 0.42 0.42 32.800 0.50 37.50 1.40 5250.0

白下布 反 0.24000 0.20000 1.20 0.29 0.29 22.800 0.35 35.00 1.30 4550.0

20枡紺細上布 反 1.72833 1.44824 1.19 2.06 2.07 135.760 2.06 35.00 1.35 4725.0

18枡紺細上布 反 1.49787 1.24824 1.20 1.78 1.78 117.160 1.78 35.00 1.30 4550.0

17枡紺細上布 反 1.41466 1.17887 1.20 1.68 1.68 91.530 1.39 35.00 1.30 4550.0

17枡白細上布 反 1.16501 0.97840 1.19 1.39 1.40 158.400 2.40 36.00 1.60 5760.0

白縮布(19枡) 反 2.01600 1.68000 1.20 2.40 2.40 22.800 0.35 35.00 1.30 4550.0

白木綿布 反 0.24000 0.20000 1.20

＊「坪数」は、１寸四方で計算した。

白上布を1とし

た代銭倍率

（布調）

サイズ
（単位：尺） 坪数（長さ×

幅×100）

※『貢反布沿革調』「沖縄県税制概略」（『沖縄県史』第１３巻）より作成

＊太線で囲んだ範囲は、筆者が算出した数値。

＊網掛部分は、近世の規模帳等では確認できない貢布。

貢布の名称
単
位

白上布を1

とした石倍

率（布調）

白上布を1と

した石倍率

（税制概略）

代　　銭　(単

位：貫)

表２　規模帳に見る布名称・サイズ・代粟・代銭・代銀

貢布名称 長さ 幅
寸坪

(面積)

代　　粟

(単位：石)

白上布基準

対価倍率

代　　銭

(単位：貫)

白上布　　対

価倍率

代　銭

(単位：匁)

白上布

対価倍率

1 縮布(19升)1反 7尋1尺 1尺7寸 6,120 1.68000 2.400 158.400 2.400 39.6 2.400

2 17升細上布1疋 11尋 1尺7寸 9,350 2.10000 3.000 198.000 3.000 49.5 3.000

3 20升赤苧布1反 8尋 1尺5寸 6,000 1.72200 2.460 162.400 2.461 40.6 2.461

4 白上布1疋(10升) 11尋 1尺7寸 9,350 0.70000 66.000 16.5

5 白中布1反(7.5升) 7尋半 1尺4寸 5,250 0.29478 0.421 32.800 0.497 8.2 0.497

6 白下布(5升) 7尋 1尺3寸 4,550 0.20000 0.286 20.800 0.315 5.7 0.345

7 19升紺島(縞)縮布1反 7尋 1尺6寸 5,600 2.04000 2.914 192.400 2.915 48.1 2.915

8 19升赤島(縞)縮布1反 7尋 1尺6寸 5,600 1.92000 2.743 181.200 2.745 45.3 2.745

9 17升細島上布1疋 11尋 1尺7寸 9,350 2.55000 3.643 240.400 3.642 60.1 3.642

10 17升赤島細布1疋 11尋 1尺7寸 9,350 2.40000 3.429 226.400 3.430 56.6 3.430

11 20升紺地島布1反 8尋 1尺5寸 6,000 1.82890 2.613 172.400 2.612 43.1 2.612

12 20升赤苧地紺島布1反 8尋 1尺5寸 6,000 2.09100 2.987 197.200 2.988 49.3 2.988

13 20升赤島布1反 8尋 1尺5寸 6,000 1.72131 2.459 162.400 2.461 40.6 2.461

14 20升白布1反 8尋 1尺5寸 6,000 1.50615 2.152 142.000 2.152 35.5 2.152

15 20升平貫布1反 8尋 1尺3寸 5,200 1.64564 2.351 155.200 2.352 38.8 2.352

16 紺地島上布1疋(10升) 11尋 1尺7寸 9,350 0.85000 1.214 80.000 1.212 20.0 1.212

17 赤島上布1疋 11尋 1尺7寸 9,350 0.80000 1.143 75.600 1.145 18.9 1.145

18 紺地島中布1反(7升5合) 7.5尋 1尺4寸 5,250 0.35795 0.511 39.600 0.600 9.9 0.600

19 紺染下布1反 7尋 1尺3寸 4,550 0.40351 0.576 46.000 0.697 11.5 0.697

20 紺染中布1反 8尋 1尺6寸 6,400 0.43636 0.623 66.800 1.012 16.7 1.012

21 赤島中布1反(7.5升) 7.5尋 1尺4寸 5,250 0.33689 0.481 37.600 0.570 9.4 0.570

22 紺地島下布1反(5升) 7尋 1尺3寸 4,550 0.24286 0.347 27.600 0.418 6.9 0.418

※「富川親方宮古島規模帳」より作成
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又
坪つ

ぼ

ニ
掛
候
ヘ
ハ
、
代
穀
出
ル
。 

ｂ
一
、
白
上
布
銭
銀
ハ
、
該か

の

二
十
枡
布
代
穀
ニ
割
リ
、
各
一
例
ヲ
取
リ
望
ノ
布

代
穀
ニ
掛
ケ
候
ヘ
バ
ハ
、
先
諸
物
代
附
帳
表
二
十
枡
紺
地
〔
細ほ

そ

上
〕
布
一

反
、
長
八
尋
幅
一
尺
五
寸
坪
ニ
シ
テ
六
千
坪
代
。 

一
、
粟
二
石
一
斗
九
升
四
合
六
勺
八
才 

 

但
、
二
十
枡
ニ
割
リ
一
枡
ニ
成
ル
。
是
ヲ
六
千
坪
ニ
割
リ
、
一
坪
ニ
付
、

一
才
八
分
二
厘
八
毛
九
〔
糸し

〕 

右
ノ
代 

一
、
白
上
布
二
疋
六
尋
三
尺
六
寸
九
分
九
厘
三
毛 

 
 

但
、
該
粟
二
石
一
斗
九
升
四
合
六
勺
八
才
ニ
割
リ
、
一
升マ

マ

ニ
付
六
寸
五
分

四
厘
七
毛
六
〔
糸
〕 

右
仝ど

う 

一
、
銭
百
七
十
二
貫
四
百
文 

但
、
右
穀
ニ
割
リ
、
一
升
ニ
付
、
七
百
八
十

五
文
五
分
一
厘 

右
仝 

一
、
銀
四
十
三
匁
一
分 

但
、
右
仝
一
升
ニ
付
、
一
分
九
厘
六
毛
三
〔
糸
〕

八
〔
忽こ

つ

〕 

 

ａ
は
、
意
味
が
分
か
り
に
く
い
た
め
、
ｂ
を
検
討
す
る
。
坪
数
に
つ
い
て
二

十
升
枡
紺
地
布
一
反
の
長
さ
は
尺
に
換
算
す
る
八
尋
に
五
を
掛
け
て
尺
を
算
出

す
る
と
四
十
尺
と
な
る
。
寸
に
す
る
に
は
一
〇
を
掛
け
倍
四
〇
〇
寸
と
な
る
。

幅
は
十
五
寸
で
あ
る
。
四
〇
〇×

十
五
＝
六
〇
〇
〇
、
と
坪
数
が
出
る
。
表
２

の
坪
数
は
、
こ
の
計
算
式
に
基
づ
く
。 

し
か
し
な
が
ら
、
「
八
重
山
島
貢
布
割
付
法
及
ヒ
徴
収
ノ
手
続
」
に
よ
れ
ば
、

二
〇
升
紺
縞
細
上
布
（
長
さ
四
〇
〇
寸
、
幅
十
三
寸
）
は
一
〇
四
〇
〇
坪
と
な

っ
て
い
る
（
『
沖
縄
県
史
』
第
二
十
一
巻
、
四
二
一
～
四
二
六
頁
）
。
こ
の
計

算
式
は
、
四
〇
〇×

一
三×

二
＝
一
〇
四
〇
〇
と
な
る
。
二
は
升
数
を
一
〇
分

の
一
し
た
。
一
〇
分
一
に
し
た
理
由
は
、
長
さ
も
幅
も
一
〇
倍
に
し
た
た
め
、

結
果
的
に
一
〇
〇
倍
と
な
る
た
め
、
升
数
を
一
〇
分
の
一
と
し
た
。
こ
の
よ
う

に
計
算
す
る
と
、
一
〇
四
〇
〇
坪
と
、
「
八
重
山
島
貢
布
割
付
法
及
ヒ
徴
収
ノ

手
続
」
の
数
値
と
一
致
す
る
。
八
重
山
島
の
坪
計
算
方
法
に
よ
れ
ば
、
二
十
升

枡
紺
地
布
一
反
は
、
九
四
五
〇
坪
と
な
る
。 

一
坪
に
つ
き
一
才
八
分
二
厘
八
毛
九
〔
糸し

〕
は
、
二
．
一
九
四
六
八
÷
二
〇

＝
〇
．
一
〇
九
七
三
四
、
〇
．
一
〇
九
七
三
四
÷
六
〇
〇
〇
＝
〇
．
〇
〇
〇
〇

一
八
二
九
と
な
る
。
二
石
一
斗
九
升
四
合
六
勺
八
才
は
、
こ
の
石
数
が
こ
こ
で

な
ぜ
出
て
く
る
の
か
不
明
で
あ
る
が
、
近
世
の
二
十
升
紺
地
島
〔
縞
〕
布
一
反

の
代
石
一
．
八
二
八
九
を
一
．
二
倍
（
先
石
に
換
算
）
す
る
と
二
．
一
九
四
六

八
石
と
な
る
。
し
か
し
、
『
貢
反
布
沿
革
調
』
で
は
、
二
〇
升
細
上
布
一
反
の

代
粟
は
、
先
石
で
一
・
七
二
八
三
三
石
で
あ
る
（
表
１
参
照
）
。
起
高
で
は
、

一
．
四
四
八
二
四
石
で
あ
る
（
表
２
参
照
）
。 

白
上
布
二
疋
六
尋
三
尺
六
寸
九
分
九
厘
三
毛
は
、
近
世
の
二
十
升
紺
地
島
布

一
反
の
代
白
上
布
と
同
じ
で
あ
る
（
同
前
）
。
代
銭
も
、
近
世
の
貫
高
と
同
じ

で
、
『
貢
反
布
沿
革
調
』
の
貫
高
と
は
違
う
。
「
乙
号
／
貢
反
布
代
穀
銭
調
」

に
は
代
銀
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
「
布
代
穀
銭
算
出
法
」
に
は
「
銀
四
十
三

匁
一
分
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
近
世
と
同
じ
高
で
あ
る
。 

坪
数
の
計
算
式
は
、
今
少
し
検
討
の
余
地
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、

「
布
代
穀
銭
算
出
法
」
は
、
近
世
の
手
法
を
説
明
し
て
い
る
。 

（3）
そ
の
他 

ほ
か
の
注
目
す
べ
き
部
分
を
紹
介
し
た
い
。
第
一
部
④
の
「
丙
号
／
十
六
年

年
前
後
反
布
数
量
種
類
変
更
一
覧
表
」
に
よ
れ
ば
、
置
県
後
明
治
十
五
年
ま
で

の
四
年
間
は
白
上
中
下
布
の
み
が
貢
納
さ
れ
て
い
た
が
、
明
治
十
六
年
か
ら
二

十
升
細
上
布
等
の
細
密
布
貢
納
が
復
活
し
、
さ
ら
に
十
七
年
に
は
細
密
布
の
種
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類
が
一
つ
増
え
、
ま
た
単
純
な
白
上
布
の
数
量
が
減
り
、
細
密
布
の
数
量
が
増

や
さ
れ
て
い
る
。
同
様
な
こ
と
は
、
八
重
山
島
で
も
確
認
で
き
る
（
拙
稿
「
近

代
八
重
山
旧
慣
期
に
お
け
る
貢
布
の
賦
課
と
徴
収
―
「
八
重
山
島
貢
布
割
付
法

及
ヒ
徴
収
ノ
手
続
」
を
中
心
に
―
」
、
『
沖
縄
文
化
』
―
沖
縄
文
化
協
会
七
〇

周
年
記
念
誌
、
二
〇
二
〇
）
。
第
二
部
⑥
〔
島
庁
役
人
の
貢
租
・
公
費
賦
課
方

法
調
べ
〕
に
は
、
「
貢
反
布
織
女
手
叶
人
員
調
表
」
が
付
け
ら
れ
て
お
り
、
細

密
布
の
織
り
に
従
事
す
る
織
女
は
、
宮
古
全
体
で
八
八
二
人
で
あ
る
こ
と
、
手

叶
を
と
称
さ
れ
て
い
る
織
女
の
助
手
は
九
九
六
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
（
「
貢

反
布
織
女
手
叶
人
員
調
表
」
に
は
手
叶
は
四
九
八
人
さ
れ
て
い
る
が
手
叶
は
〇
．

五
人
で
計
算
さ
れ
て
い
る
た
め
実
際
に
は
九
九
六
人
い
た
こ
と
に
な
る
）
。 

明
治
二
十
六
年
〔
一
八
九
三
〕
の
正
男
女
人
口
は
、
一
万
六
千
人
余
で
あ
る

が
（
『
沖
縄
県
旧
慣
租
税
制
度
』
）
、
実
際
の
機
織
り
は
正
女
の
み
が
担
っ
て

い
た
。
士
族
正
女
は
三
三
三
八
人
、
平
民
正
女
は
五
四
五
六
人
で
あ
り
、
士
族

正
女
は
白
布
の
み
し
か
負
担
し
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
平
民
正
女
の
約
一
八
％

の
み
が
細
密
布
の
織
り
に
従
事
し
て
い
た
（
前
掲
拙
稿
「
近
代
宮
古
島
旧
慣
期

の
人
口
・
耕
地
・
貢
租
・
貢
布
」
）
。 

 

お
わ
り
に 

 

布
坪
に
つ
い
て
は
十
分
に
解
明
し
た
と
は
い
え
な
い
が
、
今
後
の
研
究
に
期

待
し
た
い
。
布
坪
を
考
察
の
た
め
の
周
辺
史
料
を
紹
介
し
て
解
説
を
終
え
た
い
。 

『
平
良
市
史
』
第
八
巻
に
収
録
さ
れ
て
い
る
「
宮
古
算
法
」
の
な
か
に
「
御

用
布
代
出
様
ノ
事
」
「
上
布
ヨ
リ
代
下
布
出
様
ノ
事
」
「
御
用
布
立
長
幅
出
様
并

あ
や
取
仕
様
」
「
開
平
ノ
図
」
と
い
う
項
目
が
あ
る
。
ま
た
、
『
沖
縄
県
史 

第

21
巻
資
料
編
11
／
旧
慣
調
査
資
料
』
に
「
八
重
山
島
貢
布
割
付
法
及
ヒ
徴
収
ノ

手
続
」
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
坪
数
に
関
す
る
記
述
が
あ
る
。 

 

付
記 

ふ
り
が
な
は
、
筆
者
の
読
み
で
あ
る
。
筆
者
は
「
細
上
布
」
に
つ
い
て
、
こ

れ
ま
で
「
こ
ま
じ
ょ
う
ふ
」
と
呼
称
し
て
き
た
。
そ
の
根
拠
と
し
て
民
謡
「
豆

が
花
」
の
な
か
に
「
二
〇
升

パ

タ

イ

ム

」
の
対
語
と
し
て
、「
細
物

ク
マ
ム
ヌ

」
と
表
現
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
重
視
し
た
。
し
か
し
国
語
辞
典
等
よ
る
と
「
小
間
物
／
細
物
」（
こ
ま

も
の
）
と
記
述
が
あ
る
が
、
基
本
的
に
は
身
の
回
り
の
物
、
雑
貨
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
で
記
さ
れ
て
い
る
。
一
方
で
「
細
物
」
と
い
う
用
語
も
あ
り
、
「
ほ

そ
も
の
」
と
い
う
読
み
方
で
、
細
か
い
繊
維
で
織
ら
れ
た
布
と
い
う
意
味
も

あ
る
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
幕
末
の
学
者
佐
藤
信
淵
『
経
済
要
録
』（
岩
波
文
庫
）

に
も
「
夏な

つ

布も
の

は
薩
州
の
上
布
よ
り
良
な
る
は
無
し
。
抑
々
此
物
は
、
世
上
に
薩

摩
上
布
と
称
す
と
雖
も
、
薩
州
の
産
に
非
ず
。其
実
は
琉
球
国
の
織
物
に
し
て
、

極
上
細
布

ほ

そ

は
佐
伎

さ

き

島
よ
り
出
づ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、「
ほ
そ
じ
ょ
う

ふ
」
が
適
当
で
は
な
い
か
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
本
文
も
翻
刻
し
た
が
、

与
え
ら
れ
た
紙
幅
を
超
え
た
の
で
次
号
で
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
い
。 

 


